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材料と方法

　野外調査は 2025 年 6 月 20 日に佐那河内村，2025 年 6

月 21 日に吉野川市，2025 年 7 月 22 日に上勝町において

実施した．佐那河内村，上勝町における調査は過去に写真

が撮影された地点を中心に踏査を行った．採集した個体

は徳島県立博物館（Tokushima Prefectural Museum: TKPM）

に収蔵した．吉野川市の調査で得られた個体については，

著者のひとりである末次の所属する神戸大学理学研究科の

標本庫に収蔵した．

　標本調査は徳島県立博物館にギンリョウソウとして収

蔵されている徳島県産の 26 標本を対象とした．ギンリョ

ウソウのさく葉標本は乾燥後に植物体全体が黒くなり，

花被片の色の判別は不可能となる．このため，本調査で

は，標本に記載された採集時期と黒変後も確認可能な形

態的特徴に基づき，同定を行った．判別には，Suetsugu et 

Fig. 1.  Rosy pink individuals of Monotropastrum plant in Tokushima Prefecture, Japan. A: Kamikatsu-cho, 25 July 2014. B: Kamikatsu-cho, 
1August 2014 (same individual as A). C: Kamikatsu-cho, 24 July 2015. D: Sanagouchi-son, 20 June 2024. E: Kamikatsu-cho, 22 July 2024. F: 
Tsurugi-cho, 4 June 2024.
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Fig. 2.  Monotropastrum kirishimense in Sanagouchi-son (A-D) and Yoshinogawa-shi (E-G), Tokushima Prefecture, Japan. A: Habitat. B, C, 
E & F: Flowering plants. D: Flower, top view. G: Root ball. Scale bars =1 cm. 
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al.（2023）に基づき以下の特徴を用いた：1）がく片の数

はギンリョウソウ（2 ～ 3 枚）よりもキリシマギンリョウ

ソウ（4 ～ 11 枚）の方が多い，2）花と子房が丸みを帯び

ている，3）がく片が花弁に密着している，4）根塊が土壌

と一体化し不明瞭で根端がほぼ突出しない，5）同所的に

生育する地域の花期はギンリョウソウ（4 月から 6 月）よ

りもキリシマギンリョウソウ（6 月から 7 月）の方が遅い．

結果と考察

野外調査
　佐那河内村の生育地はアカマツ林の林縁で，エゴノキ
Styrax japonicus Siebold et Zucc.， シ ロ モ ジ Lindera triloba 

（Siebold et Zucc.） Blume，ウツギ Deutzia crenata Siebold et 

Zucc. var. crenata などが優占していた．林床に同所的に生

育する草本はあまり見られないものの，付近にはキヨスミ

ウツボ Phacellanthus tubiflorus Siebold et Zucc. が生育して

いた（Fig. 2A，B）．2025 年 6 月 20 日の調査では，10 ｍ

× 2 ｍ程度の範囲で紅色の花被片を持つギンリョウソウ属

植物 5 株が確認された．個体数保護の観点から地上部のみ

の採集としたため，地下部の確認はできなかったが，花の

子房部分は丸みを帯び，薄い紅色から紅色の花被片を 5 枚

以上持ち，がく片と花弁の密着が認められたことから，キ

リシマギンリョウソウと同定した（Fig. 2C，D）．

　吉野川市の生育地は，スギ Cryptomeria japonica （L.f.） 

D.Don が優占し，アカマツ Pinus densiflora Siebold et Zucc.，

アラカシ Quercus glauca Thunb.，サルトリイバラ Smilax 

china L. などがまばらに生育する植林地であった．2025 年

6 月 21 日の調査では，20m × 20m 程度の範囲に紅色の花

被片を持つギンリョウソウ属植物が 40 個体ほど確認され

た．植物体は薄い紅色から紅色の花被片を 5 枚以上持ち，

花と子房が丸みを帯びており，がく片は花弁に密着してい

た．さらに，根塊が土壌と一体化し不明瞭で根端がほぼ突

出しないことから，キリシマギンリョウソウと同定した

（Fig. 2E–G）．

　一方でベニバナギンリョウソウの生息地の可能性があ

る上勝町の調査地は，ブナ Fagus crenata Blume が優占

し，リョウブ Clethra barbinervis Siebold et Zucc.，アセビ
Pieris japonica （Thunb.） D.Don ex G.Don subsp. japonica，

ア ケ ボ ノ ツ ツ ジ Rhododendron pentaphyllum Maxim. var. 

shikokianum T.Yamaz. などが混じる林で，林床にはクロフ

ネサイシン Asarum dimidiatum F.Maek. なども生育してい

た．2014 年 7 月 25 日，2015 年 7 月 24 日，2024 年 7 月 22

日に紅色のギンリョウソウ属植物が発見された場所を中心

に踏査を行ったが，生育は確認できなかった． 

標本調査
　26 点のギンリョウソウのさく葉標本は，14 市区町村（阿

南市，東祖谷山村，一宇村，池田町，板野町，海南町，木

沢村，木頭村，木屋平村，牟岐町，鳴門市，西祖谷山村，

佐那河内村，山川町）で採集されていた．また，採集日時

が不明な標本は 1 点で，残りの 25 点の採集日は 4 月 4 点，

5 月 7 点，6 月 12 点，7 月 2 点であった．形態及び採集日

からキリシマギンリョウソウである可能性が示唆された標

本は以下の 2 点であった：木頭村，1948 年 6 月 27 日；西

祖谷山村，1966 年 7 月 30 日．これらの標本の採集日は 6

月下旬から 7 月下旬であり，ギンリョウソウの花期として

は遅い．また，がく片は花弁と大きく離れておらず，花と

子房が丸みを帯びている点も，キリシマギンリョウソウに

類似していた．但し，2 枚の標本には地下部は残っておら

ず，花被片の色に関する記述もなかったため，キリシマギ

ンリョウソウと断定するには至らなかった．

　本研究の野外調査の結果，徳島県佐那河内村と吉野川市

においてキリシマギンリョウソウが生育していることが明

らかになった．本種はこれまでに九州地方（鹿児島・宮崎）

と近畿・中部地方（大阪・和歌山・岐阜・静岡）で生育が

報告され，高知県にも分布する可能性が指摘されていた

（Suetsugu et al., 2023）．本研究によって既知の分布域の中

間に位置する徳島県で生育が確認されたことは，Suetsugu 

et al.（2023）にて指摘されていた本種の分布の空白地を埋

める発見であり，キリシマギンリョウソウの正確な分布域

を明らかにするうえで重要となる．今後，新たな産地が発

見される可能性があるため，近県地域の網羅的な調査が望

まれる．

　標本調査では，2 点の標本について，キリシマギンリョ

ウソウである可能性が考えられた．これらの標本はいずれ

も採集時期が 6 月下旬から 7 月下旬とギンリョウソウとし

ては花期が遅く，一部キリシマギンリョウソウと一致す

る形態的特徴が認められた．ただし根の情報が得られなか

ったこと，ギンリョウソウとキリシマギンリョウソウの花

期は一部重複すること（Suetsugu et al., 2023），さらにいず

れの標本にも花の色に関する記述はなかったことから，断

定はできなかった．今後これら 2 標本の採集地，および過

去にキリシマギンリョウソウもしくはベニバナギンリョウ

ソウと思われる写真が撮影されたつるぎ町と上勝町におい

て，時期をずらした継続的な調査を行い，これらの地域に

生育するギンリョウソウ属植物がどの種であるのかを明ら
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かにする必要がある．また，ギンリョウソウ属植物を収集・

保管する際には，標本ラベルへの色，開花段階等の記録が

求められる．

　キリシマギンリョウソウは環境省レッドリストで絶滅危

惧 IA 類（CR）に指定されている（環境省，2025）．今回

の野外調査では佐那河内村で 5 株程度，吉野川市で 40 株

の生育が確認できたこと，標本調査でキリシマギンリョウ

ソウの可能性がある標本が 2 標本のみであったことから，

徳島県レッドリストでは絶滅危惧 IA 類または絶滅危惧 IB

類に相当する生育状況であると思われる（徳島県，2014）．

菌従属栄養植物は共生する菌根菌や樹木に強く依存して

いるため，環境破壊の影響を受けやすい（Suetsugu et al., 

2020）．現在，ニホンジカの分布が徳島県全域に拡大し，

特に上勝町，那賀町，三好市では過度な採食が深刻化して

いる（徳島県，2022）．このように森林下層植生の環境変

化が著しいため，今後生育地の保全及び長期モニタリング

を進める必要がある． 

Specimens examined

Monotropastrum kirishimense Suetsugu

JAPAN. Tokushima Pref.: Sanagouchi-son, 20 Jun. 2025, H. 

Naito & M. Koyama 1801 (TKPM BSP-091425). Yoshinogawa-

shi, 21 Jun. 2025, K. Inui & Y. Inui M107 (Herbarium of 

Graduate School of Science, Kobe University).

Monotropastrum kirishimense Suetsugu?

JAPAN. Tokushima Pref.: Kito-son, 27 Jun. 1948, C. Abe 

35079 (TKPM BSP-228419). Nishiiyayama-son, 30 Jul. 1966, 

K. Nakai s.n. (TKPM BSP-11811).

Monotropastrum humile (D.Don) H.Hara

JAPAN. Tokushima Pref.: Anan-shi, 25 Jun. 1949, C. Abe 

35080 (TKPM BSP-228418). Higashiiyayama-son, 2 Jun. 1976, 

C. Abe 61419 (TKPM BSP-228404). Ichiu-son, 2 Jun. 1968, C. 

Abe 35087 (TKPM BSP-228410). Ikeda-cho, 30 Apr. 1944, C. 

Abe 35078 (TKPM BSP-228420); 6 Jun. 1955, S. Takafuji 126 

(TKPM BSP-37869). Itano-cho, no date, S. Takafuji s.n. (TKPM 

BSP-11812). Kainan-cho, 5 Jun. 1960, C. Abe 35086 (TKPM 

BSP-228412); 27 Apr. 1962, C. Abe 14017 (TKPM BSP-

228405); 5 Jun. 1965, C. Abe 35085 (TKPM BSP-228413); 16 

May. 1974, C. Abe 50274 (TKPM BSP-228403). Kisawa-son, 

1 Jun. 1969, H. Kimura s.n. (TKPM BSP-11810); 1 Jun. 1969, 

H. Kimura s.n. (TKPM BSP-73663); 14 May. 1972, T. Inobe 

s.n. (TKPM BSP-11805). Kito-son, 2 Jun. 1942, C. Abe 35057 

(TKPM BSP-228402); 2 Jun. 1957, C. Abe 35083 (TKPM BSP-

228415). Koyadaira-son, 31 Jul. 1934, C. Abe 35082 (TKPM 

BSP-228416); 10 May. 1959, C. Abe 35084 (TKPM BSP-

228414). Mugi-cho, 20 May. 2003, M. Ogawa et al. 11782 

(TKPM BSP-59927); 20 May. 2003, Y. Ibaragi et al. 200503029 

(TKPM BSP-59181); 21 May. 2003, Y. Ibaragi et al. 210503037 

(TKPM BSP-59168); 10 Apr. 2009, S. Kinoshita 15798 (TKPM 

BSP-75269). Naruto-shi, 22 May. 1964, C. Abe 15416 (TKPM 

BSP-228411). Sanagouchi-son, 22 Apr. 2022, M. Ogawa et al. 

10757 (TKPM BSP-55314). Yamakawa-cho, 15 Jun. 1956, T. 

Inobe s.n. (TKPM BSP-11802). 
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